
大会前に講師の笹原京子先生、佐竹絹子先生に

初心者向けに実技指導をしていただき、ルールやコ

ツを教わりました。「上位入賞を狙うのもいいけど、

楽しく体を動かしてリフレッシュすることが一番の目

的、とにかく楽しんで」と先生方にアドバイスをいた

だき、肩の力を抜いてプレーすることができました。 

９月１５日（水）、生涯学習センター体育館で

フライングディスクと輪投げ大会を開催しまし

た。コロナ禍で講習会はできませんでしたが、

大会は今年で９回目となり、毎年参加していた

だく顔なじみも増え、和やかな雰囲気で開催で

きました。 

                                 
 

第１２８号 
令和 ３ 年 １０ 月 １ 日発行 

上山市中部地区公民館 

上山市十日町４番１１号 

TEL/FAX ６７３－２５８８ 

輪投げ大会      優勝 須藤康子さん（美咲町地区） 
フライングディスク大会 
ディスゲッターの部 優勝 佐藤ちゑさん（八日町２地区） 
アキュラシーの部   優勝 佐藤ちゑさん（八日町２地区） 
ディスタンスの部   優勝 阿部晴夫さん（栄町地区） 

狙いを定めて集中！ 



 ８月２７日（金）、レカンフラワー本部講師の佐竹京子先生にご指導いただき、レ
カンフラワー教室を開催しました。 

 本来ならば枯れてしまう花を特別な方法で乾燥させ、花本来の色をできるだ 

            け長く保存し飾ることができるのがレカンフラワーです。     

              夏の花の代表でもある、ひまわりやガーベラを使い、基本 

は皆さん同じ花でしたが花や葉を足したり引いたり、置く場

所を変えたりしながら「頭、つかうわ～」「指先もつかうし～。

ボケ防止になる。」と言いながら、自分だけの「花の宝石箱」を

完成させました。 

とても素敵な作品ができました。 

             

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度３回目のウォーキングは、８月２４日（火）公民館運営委

員会副会長鎌上宏先生にガイドを務めていただき、『上山城周辺

の古跡巡り』と題し、元城内、千本槍橋、廣福寺跡と天神坂、八幡

堂川と八幡堂堰分岐点を巡りました。元城内では、上山城東側

の東屋のあるエリヤには、古代、蔵王の爆裂泥流により表土から

火山礫(岩片)凝灰岩が７メートル、更にその下に凝灰岩(火山

灰)が４メートル堆積しているなど、各ポイントで非常に貴重な説

明をいただきました。 

「初めて知ることばかりで、とても良かった。上山の歴史に現場

を確認しながら触れられて、とても満足しました。」 

などの感想をいただきました。 

佐藤京子先生 

湯町薬師如来堂にて  



 ９月３日(金)、１０日(金)、 

２回に分けて、はこべの会の 

研修で野草園に行ってきました。 

 今年は秋のおとずれが少し早いようで、飛来の

ピークは秋分の日頃といわれていた渡り蝶の、

アサギマダラを２日間とも観察することができま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川柳教室 ２回講座  川柳を作るための簡単なルールを学び、
日常生活の出来事などを川柳作品にまと

めてみませんか？ 

日    時  １回目 １０月２０日（水） 

         午後１時３０分から 

         ２回目 １１月１１日(木) 

         午後１時３０分から 

場    所  中部地区公民館 会議室 1 

対    象  中部地区在住の方 

参 加 費   無料 

持 ち 物   マスク着用、上履き、筆記用具 

         必要な方は飲み物 

申込締切   １０月１３日（水） 

 

＊ 川柳教室は２回参加していただくのが 

   望ましいです。 

１０月の予定 
8日（金） 第 2回地域づくり委員会 

１６日（土） 地域宝さがしウォークラリー 

２０日(水) 川柳教室 １回目 

２２日（金） 第４回指定管理移行     

準備委員会 

２６日（火） 第２回公民館 

運営委員会 

公民館大掃除       ボランティア募集 
日   時  １１月６日（土） 午前８時から９時 

持 ち 物  マスク着用、上履き 

＊ご協力いただける方は１１月４日(木)までご

連絡ください。 

☆百歳体操は７日、１４日、２１日、28日です 

☆はこべの会 サロンはお休みです 

 

10月お知らせ 



シリーズ  『城廻り本丸』 （２）                                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.６４ 

水岸山観音寺 住職 鎌上 宏 

９月１日号は、数万年前から数千年前の蔵王山の

噴火による爆裂泥流が須川、前川を越えて天神森（現

在の上山城が建つ月岡）に達していたことを述べま

した。 

 城跡から縄文遺跡物が発掘されていますが、今回

は１５３５年に築城されたとする元上山城を見てい

きます。今までの「城西廻り」シリーズで触れてき

ましたが、元月岡城（元上山城）は正門（追手門）

が西南角にありました。古道往還が西山麓だったか

らです。元市神様があった（現在は上十日町通り）

松山の道から時代が降ると往還は八幡丁から荒町川

を越えて松山方面に抜けるようになります。 

 古地図は多く残っておらず元上山城絵図の最も古

いものが（１）「出羽国上山」図です。右上（南西）

方面に空堀状の道が描かれ大手門を示しています。

この絵図には「元和八 1622年四万石、松平丹後守重

忠」「寛永五 1628年二万五千石、土岐山城守頼行」

と記され、土岐時代原初の絵図とうかがわれます。

城の整備中なのか城内に「本丸東西二十七間、南北

二十間」、北曲輪に「一段低シ長二十二間半」（他

絵図照合）と記され、北（第二公園）に城壁が築か

れています。 

 次に（２）「出羽上山城絵図」には本丸の西側に

「大湫（大湿地）」が画かれていてその西辺に「沢

庵屋敷」が画かれていることから、沢庵禅師が土岐

侯に預けおかれた寛永六 1629年（八月）以降の絵図

です。沢庵屋敷の西側に廣福寺境内とおぼしき木立

もあり、反対の東側には「二丸」、図左上は石垣に

囲まれた「大手門虎口」、さらに上・中十日町の家

並みが画かれています。つまり寛永六年過ぎには町

並み、往還が東に移り始め、城の構えが大きく転換

していく様となっています。 

 次いで（３）の絵図ですが、城東に十日町、栄町

の道路が画かれていますが、家並みは画かれていま

せん。城西には家中士族の名が書き込まれ、湯町山

王山上に清光院、下十日町の愛宕神社は鏡橋から登

る神社として画かれています。 

絵図（１）「出羽国上山」（原図「主図合結記」

写、土岐侯入部間もない頃の絵図、記録は宝永

四 1707年記載）上が南、右が西山方面 

絵図（２）「出羽上山城絵図」（上が南、右が西山方

面）、西に「大湫（大湿地：後の大沼）」、また「沢

庵屋敷」、東南に「大手門」が画かれています。 

絵図（３）「土岐侯時代上山図」（上が南、右が

西山方面）城中屋敷と武家屋敷、鶴脛町一帯に

侍屋敷が画かれています。 

参考資料：上山城郷土資料館企画展「上山城絵図と瓦」展示写

真と同発行図録（令和元年）によりました。絵図の所有者、寄

贈者等は省略しています。 



１０月１６日（土）、地域の宝さがしウォークラリーを

開催予定でしたが、雨天のため、生涯学習センターに

会場を変更し、フライングディスクと〇×クイズを楽し

みました。幼児から高齢者まで選手５６名、スタッフ 
２１名が広い体育館で盛り上がりました。フライングデ

ィスクは初めての方が多く、ディスクの持ち方や飛ば

し方のコツなどを講習し、子供の部、女性の部、男性

の部に分かれ距離を競いました。 

〇×クイズでは、主に中部地区に関わる問題を出題し、

地区の歴史や人物について触れました。保護者の方から

は「意外に知らないことが多くて勉強になった」「子どもと

一緒に考える良い機会になった」などの声が聞かれまし

た。大人も子供も頭を悩ませながら〇と×のラインを行っ

たり来たりしている場面が何度もあり、見守るスタッフか

らも笑顔がこぼれました。 

 遠くまで飛んで～ 
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じいちゃんと一緒に 
選手宣誓！ 

〇か×か？正解は… 

じゃんけんぽん！ 



                                
    

 今年度４回目のウォーキングは、９月３０日

（木）湯町地区会長の木村勝也先生にガイド

を務めていただき、『湯町の歴史と文化』と題

し、湯町薬師如来堂、市指定文化財の鶴の休

石(鶴脛温泉源泉地)、山王社跡地、県の指定

文化財の正中二年大日板碑などを巡りまし

た。 

湯町薬師堂如来堂の中も案内していただ

き、十二神将、東宝界扁額、瑠璃光扁額、「た

たきがね」など大変貴重な奉納物を見せてい

ただきました。 

「町内に住んでいて初めての場所、歴史を

伺い勉強になった」、「上山の歴史や話、感激

しました。楽しかったです」などの感想をいた

だきました。 

11月より忘れ物は忘れ物専用の棚（1階ギャラリー内）に、一時保管させていただきます。 

2ヶ月を目途に引き取りが無い場合は、当公民館にて処分させていただきますので、ご了承

願います。 

自分の物がみつかりましたら職員に声をかけてください。 

湯町薬師如来堂内部 

たたきがね 

正中二年大日板碑 

山王社からみた道 
鶴の休石 山王社跡地 

鶴の休石前にて  



11月の予定 

上・中・下十日町、上・下新丁、北町、

栄町、八日町 1･2、美咲町、東町、

沢丁、新湯、荒町、八幡丁、仲丁、湯

町、湯町新道、軽井沢、御井戸丁、新

町、西山 

                                    ４日（木） はこべの会 映画鑑賞 １回目 

５日（金） 第３回地域づくり委員会          

６日（土） 公民館大掃除 

８日（月） はこべの会 映画鑑賞 ２回目 

１１日（木） 川柳教室 ２回目 

１８日(木) ヨガ教室 １回目 

２１日（日） 家族蜜ろうハンドクリームつくり教室 

 リラックスを目的とした、優しい内容の

レッスンです。 

 固まりがちな首や肩回り、骨盤や足の関

節や筋肉の緊張を和らげ、全身の循環を促

すようなレッスンです。 

日   時   １回目 １１月 18日（木） 

２回目 1月 27日（木） 

午後１時３０分～午後２時３０分 

場   所   中部地区公民館 多目的ホール 

講   師   ヨガインストラクター 

         草替美優先生 

対   象   中部地区在住の方 

参 加 費   無料 

持 ち 物   マスク着用、上履き、飲み物 

         持っている方はヨガマット 

申込締切   １１月１１日（木）   ＊健康ポイント対象事業 ２０P 

  蜜ろうの成分には保湿性があるので、化粧品
にも使われています。 

その蜜ろうを使って、自分だけの手作りハ

ンドクリームを作ってみませんか？ 

日   時  １１月２１日（日） 

        午前１０時～正午 

場   所  中部地区公民館 調理室、他 

講   師  ハチ蜜の森 キャンドル  

        代表 安藤竜二先生 

対   象  中部地区在住の家族 

＊親子、夫婦、祖父母と孫など 

材 料 費   1家族 ８００円 

持 ち 物   マスク着用、上履き、 

          必要な方はエプロン、飲み物 

募   集   ８家族（８家族になりしだい締切ります） 

 １家族、１ホールのお持ち帰り用デコレー

ションケーキをつくります。                       

日   時   １２月１１日（土） 

午後１時３０分～午後３時３０分 

場   所   中部地区公民館 調理室、他 

講   師   果樹工房 YOSHIDA 

         吉田安俊先生 

対   象   中部地区在住の家族 

           ＊親子、夫婦、祖父母と孫など 

材 料 費   １家族 １，０００円 

持 ち 物   マスク着用、上履き、エプロン 

         三角巾 

募   集   ８家族(８家族になりしだい締切ります) 

百歳体操 
 運動不足は筋肉量が減り糖尿病、心疾患

につながるといわれています。 

百歳体操で運動不足を解消しませんか？ 

日  時  11月４、11、18、25日 

      毎週木曜日 

午前 10時から 40分間 

場  所  中部地区公民館 多目的ホール 

参 加 費  無料 

持 ち 物  マスク着用、上履き 

  ＊健康ポイント対象事業 ２０P 

１１月のはこべの会サロンはお休みです 
中部地区公民館対象地区 

 最近、急に寒くなりましたが、まだコ

ロナ感染症対策は必要です。 

窓を開けると冷たい風が入ってきま

すが、換気は必ず行いましょう。  



シリーズ  『城廻り本丸』 （３）  八幡堂堰と侍屋敷の築造 
※Ｎｏ56「湯尻川」で源流水表記に誤りがありました。訂正し

ます。 

                              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.６５ 

水岸山観音寺 住職 鎌上 宏 

参考資料：字限図は八幡丁地区会長荒井伸一氏、堰用水約定

書は湯町地区会長木村勝也氏よりご教示いただきました。 

前回の月岡城築造時の城郭絵図に関わって

「土岐侯時代上山絵図」を掘り下げます。「土

岐代絵図」に大沼は「大湫」と書かれていまし

た。現上山小学校グラウンドになっている地帯

です。大湫の「湫」は音読みシュウ、「低地」

「秋の湿地でさみしい地」の意味（諸橋大漢和

辞典）です。日本訓読みは「くて」、慶長九 1604

年開設の中山道難所の宿場名になっています。

大久手宿（＝大湫宿）はなんと土岐頼行侯のル

ーツ美濃源氏発祥、明智土岐家のゆかりの地で

す。この絵図の土岐頼行侯頃に家臣に明智土岐

のゆかりに詳しい右筆がいたのでしょうか。 

 久手（湫）が湿地を示すとすれば、往時は深

い沼ではなかったことになります。「沼」以前

の「湫」だったとすれば、生活用水の堰（八幡

堂堰）が開拓されたと考えられ、沿革として八

幡堂川から分岐用水路の堰が設けられたと考え

れば合致することになります。 

 明治２１年１０月「八幡丁字限（切）図」は

堰（用水路）を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字限図上方から左方への曲線は八幡堂堰で

す。堰は途中から下方（東）に迂回し麓下方（西）

に引かれています。左半ばから右方下方に二本

線引きされているのは新国道（１３号線）計画

線で、その地帯をジグザグに左（南）から右方

（北）へ、上（西）から下（麓下東）へ鉤型に

３回曲げて現武家屋敷上流に達するように引か 

れています。旧国道１３号線は昭和３６年から

建造され供用され、現在堰は国道上を架橋で横

切り、佐々木光彦邸に渡り道沿いに北流させ一

方通行天神坂入り口（三角広場）で東へ流して

います。 

次の絵図は八幡丁から仲丁方面への堰用水の

分配です（明治１９年７月８日協議約定書）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八幡丁・仲丁屋敷住民は八幡堂堰用水の利用量を

協議し約定を作成しています。堰の源水を二分し北

に七、南に三を分けて流し、武家屋敷（森本家、三

輪家、山田家、曽我部家）や金子邸、武田邸、橘邸

（江戸時代後期の藩校明新館跡）、また湯町方面に

引いています。画かれていない湫への水は、徐々に

貯まっていき、大沼になったのではないかと推察さ

れます。 

 江戸初期寛永六 1629年８月お盆頃に上山に着い

た高僧沢庵禅師は松山春雨庵に居住する前は大沼

辺の仮屋敷に住みました。その頃の絵図で「沢庵屋

敷」が多く画かれているのは（１）城郭・侍屋敷拡

充期だったこと、（２）著名高僧沢庵禅師が誇りだ

ったことによると考えられます。八幡堂堰がどのよ

うに開発されてきたか理解できるようですが、皆さ

んはいかが考えますか。 
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１１月５日（土）、公民館利用団体の方に協力いただき、清掃活動を行

いました。５月の大掃除から半年が経ち、汚れの目立つ床磨きを中心

に、サッシの溝、風除室の玄関マット、駐車場の草むしりなど、大勢の手

できれいにしていただきました。「床や壁の傷が多くて驚いた。机や椅子

を動かすときは皆で気をつけらんなねな」、「掃除は大変だけど、きれい

になると気持ちよく公民館使えるね」など、“自分たちの公民館“を意識

した声を聞くことができました。いつまでも公民館が良い状態で利用でき

るよう、皆で大切にしていかなければならないと再認識しました。 
協力団体の方には、早朝から清掃に参加いただき、大変ありがとうご

ざいました。 ・・第２回公民館大掃除・・ 
１１月２２日（火）、ヨガインストラクターの鏡実優先生を講

師に初心者向けのヨガ教室を開催しました。ヨガ教室は３年

目となり、新しい方の参加を増やそうと、「身体硬いから駄目

だ」と渋る男性陣にも体験していただきました。無理のない

動きから始まり柔軟を求められるポーズでは「痛い、無理だ」

と言いながら初めてのヨガを楽しむ姿が見られました。身体

がぽかぽか温まったころに、「ヨガっぽいポーズもやってみ

ましょう」と鏡先生を見習い挑戦しましたが、同じポーズがで

きる訳もなく、笑いがでる場面もありました。鏡先生の優しい

声に癒されながら呼吸法もご指導いただき、心身ともに軽く

なりました。 



羽前上ノ山四十八地蔵 
菩薩第十番川向出張  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日    時       １２月１７日(土) 午後１時３０分から 

場    所       中部地区公民館 調理室 

講    師       果樹工房 YOSHIDA吉田安俊先生 

対    象       中部地区在住の方 

材 料 費      1,000円 

持 ち 物     マスク着用、エプロン、三角巾 

募   集     ７組程度（人数になり次第締切ります） 
             ＊親子、夫婦、祖父母と孫など家族での

参加もお待ちしています 

申込締切      １２月１２日(月) 

八日町 
美咲町周辺 美咲町建武二年三尊板碑 

以前、つくったケーキです 
 今年度４回目のウォーキングは、１０月２１日

（金）中部地区地区会長会の大津会長(八日町２)

にガイドを務めていただき、『八日町、美咲町周

辺の散策』と題し、八日町の地蔵菩薩、宮川水管

橋などを巡りました。それぞれの由来や歴史を

詳しく説明していただきました。 

 「天気が良く最高、案内人も良かった」、「気持

ちよく廻ることが出来、話も興味深く聞きまし

た」などの感想をいただきました。 

日    時       １２月１３日(火) 午前１０時００分から 

場    所       中部地区公民館 多目的ホール 

講    師       ヨガインストラクター 鏡 実優先生 

対    象       中部地区在住の方 

参 加 費      無料 

持 ち 物     マスク着用、飲み物 

           持っている方はヨガマット 

申込締切      １２月７日(水) 健康ポイント対象事業 ２０P 



１、８、１５日 午前１０時から  

日    時   １２月２３日(金) 午前１０時から 

場    所   中部地区公民館 多目的ホール 

講    師   NPO法人 かみのやまスポーツクラブ 

対    象   中部地区在住の方 

参 加 費   無料 

持 ち 物   マスク着用、屋内シューズ 

         飲み物 

申込締切   １２月１６日(金) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           9日（金） はこべの会学習会 

13日（火） ヨガ教室 ② 

16日（金） 運営協議会 

17日(土) ケーキつくり 

21日（水） はこべの会 サロン 

22日（木） しめ飾りつくり 

23日（金） 出前スポーツ シャフルボード 

28日（水） ワックス掛けのため貸館なし 

 

29日（木）から 1月３日（火）まで 

公民館は休みになります 

日 時  １２月２１日（水） 

      午前１０時から 

           午前１１時 

会 費  無料 

健康ポイント対象事業 20P 

日    時   １２月２２日(木) 午前９時３０分から 

場    所   中部地区公民館 多目的ホール 

講    師   小松正明さん 

対    象   中部地区在住の方 

材 料 費   １ヶに付き ２００円 

募集人数   １５人程度 

持 ち 物   マスク着用、はさみ、定規、セロテープ、 

         千枚通し（目打ち）、洗濯ばさみ２ヶ 

            南天の実など飾りたいものがあれば 

お持ちください 

そ の 他   縄ないができる服装 

申込締切   １２月１６日(金) 

          

 ２２日      午後１時３０分から  

 



 『金森家』 （４） 「高山藩金森侯転封～余録２（飛騨高山の山資源と現代）」                                 
NO.７７ 

水岸山観音寺 住職  鎌上 宏 

佐渡金山の最盛期は江戸時代初期元和から寛

永年間（1624～1643）にかけて金が１年間に 400 

kg、銀は 1万貫（37.5 トン）上納されました。

当時佐渡金山は世界最大級の〝慶長金銀〟資材

の重要な鉱山で、製錬された筋金
すじきん

と灰吹
はいふき

銀
ぎん

を幕

府金座・銀座が鋳造しました。しかし中期以降

佐渡鉱山は衰微しました。幕府は元禄八年

（1695）金貨・銀貨の質を落として数量を増や

し〔元禄の改鋳〕財政難を切りぬけようとしま

したが、鉱山資源の枯渇が続き元禄八年（1695）

鉱山採掘を全国に奨励します。金銀貨改鋳と古

金銀混用布令は一体の関係です。 

 さてその頃の飛騨高山の話です。現在の岐阜

県は北側が飛騨で南が美濃国で、「飛山濃
ひさんのう

水
すい

」

と呼ばれ、美濃は森林材水場の国、飛騨は山岳

に象徴されて〝山の飛騨国〟と言われました。

飛騨高山は森林の宝庫で飛騨の元伐稼
もときりかせぎ

として

高山藩表高に比べ多く、金森氏先祖の金森長近

氏は関ヶ原の戦でより多くの軍役を負担するこ

とができました。幕藩体制になってからも高山

藩は伐採材木を長良川や飛騨川などから名古

屋・江戸に供給しました。また、地上資源に比

べて目立たないのですが、高山藩を支えた金・

銀の鉱山は１６世紀末から飛騨地方で開発が進

められ、鉱山開発者へ金 3,000両を貸し付けし

て採掘を援助しています。 

 次の宝永五年（1708）現飛騨市増谷銀山（神

岡町東茂住）で採掘が始まり 1710年に銀 7 貫 

57 匁 8 分、翌 1711 年に銀 3 貫 228 匁を採

掘上納しました。1695年の「鉱山奨励」以降

奨励触書
ふれがき

が繰り返され、宝暦十三年（1763）３

月には「諸国銅山、出銅これある折り御勘定所

へ書付け差し出すべく候」と督促されていま

す。高山町の居住者は広域にわたって鉱山に関

わって開発技量は群を抜き、金森氏城下町は整

備されて一大集落となっていました。飛騨国内

の鉱山 ２０カ所のうち明和四年（1767）天領

となった高山代官所の記録「金銀銅鉛山間
ま

歩
ぶ

（坑道）箇所附帳」に、金山７、銀山６、銅山

６ 、鉛山１と記録されているとのことです。 

 高山藩は江戸初期には森林資源が藩政を豊か

に栄えさせ、加えて鉱山資源への期待から幕府

は飛騨高山領の金森頼旹侯を上山に転封させて

天領化し、直接鉱山運営の危険を冒さずに地下 

資源を開発させて財政立て直しを図ったと考え

ることが出来ます。 

高山天領地は加賀藩在番元禄五年（1692）に

任せると城を維持出来なくなり「高山城破却」

元禄八年（1695）となりました。上山への金森

侯封入以前に「上山城破却」元禄五年（1692）は

奥州各藩の軍略城「藩塀」の役割がなくなった

意味合いとともに金森侯への五代将軍綱吉と

側用人
そばようにん

柳沢
やなぎさわ

吉
よし

保
やす

の少なくない思惑もあったの

かもしれません。 

 なお、奥飛騨の神岡鉱山跡地（山の掘削技術

伝承）が、後代日本の宇宙物理学に貢献するこ

とになりました。カミオカンデ（地下千ｍ）、

スーパーカミオカンデ、ハイパーカミオカンデ

という宇宙からやってくるニュートリノの観測

施設として、2022年小柴昌俊教授の超新星爆

発からのニュートリノ観測、続いて 2015年梶

田隆章教授は質量あるニュートリノ振動研究で

ノーベル物理学賞の受賞に結実しました。 

 深め足りないことが多々ありますが、飛騨高

山の先人の営みが後代の科学の発展に寄与した

ことを地域史エピソードとして記憶していてい

いことなので補記して金森侯のことを終わりま

す。 

参考文献：「金森家関係文集」㊱、「１８世紀飛騨地域にお
ける鉱物資源開発の展開」（原田洋一郎）、ＨＰ「カミオカ
ンデ」を参照しました。 

スーパーカミオカ

ンデ内部 

ニュートリノ把捉

の原理 



１２月２２日（木）、公民館多目的ホールで、しめ飾り作りを行

いました。年末の恒例行事となっており、顔なじみの方も多く和

気あいあいとした雰囲気で楽しみました。何年やっても何度や

っても縄ないは難しく、ため息交じりの諦めムードの方も…。講

師の小松正明さんの慣れた手捌きに「これぞ縄ない！職人技」

と拍手がでました。ユズリハやマツ、扇などを飾り、手作りのし

め飾りが完成しました。 

 

１１月２８日（月）、２９日（火）、ムービーオンやまが

たで、映画「母性」を鑑賞しました。バス定員の都合

上、２回に分かれて開催しましたが、「久しぶりに外

出した」という方もいて“映画館で見る映画“に意味

があり、良い気分転換になりました。内容は、同じ出

来事なのに、母と娘の大きな食い違いと隠された秘

密を題材にしていて、「自分の子育てはどうだったか

考えさせられた」「子育ては終わっているが、反省さ

せられる内容だった」などの感想がありました。 

 

 

１２月９日（金）、公民館多目的ホールにて健

康教室を開催しました。かみのやまスポーツク

ラブの齋藤武司さん郁子さんを講師にモルッ

クを体験しました。「モルックって何や？」から

始まり、ルールーの説明や実技指導までとて

も分かりやすく指導いただきました。足、腰に

自信がない方でも気軽にできる競技で、楽し

く盛りあがりました。「またやりたい！」の声が

多くあり、冬の運動不足解消にはこべの会サ

ロンで取り入れることになりました。 
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明けましておめでとうございます。 

皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお喜び申しあげます。 

昨年は新型コロナウイルス感染が収まらず、様々な制限のある中での事業運営に 

なりましたが、皆様から深いご理解とご協力を賜りながらほぼ計画どおり実施でき、 

厚く御礼申しあげます。 

また、中部地区公民館が４月から指定管理制度に移行し「中部地区公民館運営協議会」が主体の事業

運営となり、地区の皆様が必要としている事業を実施するため「事業検討会」を実施するなど、新たな第

一歩を歩み出した年でもありました。 

本年は、中部地区公民館運営協議会のスローガンである『上山の魅力を感じて、出会い、触れ合い、

未来へとつなぐ生涯学習と交流の場』として、新型コロナウイルスの感染防止対策を十分に行い、皆様か

ら楽しんでいただける事業の企画や、気軽に利用していただける公民館にしていきたいと考えています。 

皆様には、健康で幸多き年でありますように、心からご祈念申しあげ、新年のあいさつといたします。 

中部地区公民館職員一同 
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図
書
館
に
は
、
た
く
さ
ん
の
本
が
あ
り
ま
す
が
特
に
「お
ば
け
ず
か
ん
」が
大
好
き
な
の
で

す
ね
。
こ
わ
い
ほ
ん
で
す
か
？
か
わ
い
い
お
ば
け
も
い
ま
す
か
？ 

こ
の
歌
は
「お
ば
け
ず
か
ん
」と
は
っき
り
出
し
た
の
で
、
読
者
も
わ
く
わ
く
し
て
き
て
上
手

で
す
。 

優
秀 さ

つ
ま
い
も
こ
う
す
け
く
ん
と
ほ
った
ん
だ
大
き
か
った
よ
は
や
く
た
べ
た
い 
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佳
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し
ゅ
う
し
た
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つ
も
と
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令
和
４
年
度
通
信
大
会 

短
歌
の
部 

入
選
作
品 

総 

評 

一
般
の
部 

 

抒
情
性
に
溢
れ
た
歌
材
を
詠
み
大
変
魅
力
的
な
歌
の
数
々
で
し
た
。
完
成
度
も

高
く
一
首
の
調
べ
も
佳
い
で
す
。
た
だ
、
旧
仮
名
遣
い
や
助
詞
の
使
い
方
に
間
違
い
が

あ
り
、
残
念
な
歌
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
は
、
社
会
詠
な
ど
も
挑
戦
し
て
下
さ
い
。 

学
校
で
実
際
体
験
し
た
こ
と
を
、
そ
の
場
に
い
な
く
て
も
分
か
る
よ
う
に
詠
ん
で
上
手

で
し
た
。
「お
も
し
ろ
い
」「が
ん
ば
った
」
は
ど
ん
な
風
な
の
か
入
れ
る
と
生
き
生
き
し
て
き

ま
す
。 

今
度
は
お
う
ち
の
人
を
詠
ん
だ
歌
も
ど
う
ぞ
。 

最
優
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後
藤
栄
子
（御
井
戸
丁
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《最
優
秀
の
評
》 

 
 

 

「船
を
待
つ
」「く
わ
ご
食
み
つ
つ
」で
遠
い
回
想
の
歌
と
思
わ
れ
ま
す
。
空
弁
当
に
く

わ
ご
を
摘
ん
で
き
て
、
そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
帰
り
の
船
を
待
って
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
代
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら
離
れ
、
ゆ
った
り
と
牧
歌
的
な
気
持
ち
に
な
る
秀
作
。 
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を
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し
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ま
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で
キ
セ
ル
を
口
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後
藤
栄
子
（御
井
戸
丁
） 

 

佳
作 鉄

橋
の
轟
音
の
来
る
朝
の
窓
「つ
ば
さ
」を
見
流
し
今
日
の
始
ま
る 

須
川
の
辺
菊
芋
の
花
高
く
咲
き
遠
く
紫
紺
に
染
む
蔵
王
峰 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

山
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川
浴
み
し
冷
え
た
体
に
石
を
抱
き
温
め
合
ふ
児
の
肌
ま
だ
ら
な
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総 

評 



13日(金)   はこべの会 歌の教室 

18日(水)   はこべの会サロン 

22日(日)   ハンドクリームつくり教室 

23日(月)   出前スポーツ教室（カローリング） 

27日(金)   救命救急講座 

床の上でカーリングをします 

集中力 UPと作戦を立てて脳トレに

なります 

１月の百歳体操はお休みです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日   時  １月２２日（日） 

        午前１０時から正午 

場   所  多目的ホール・調理室 

講   師  ハチ蜜の森キャンドル 

        代表 安藤竜二氏 

対   象  中部地区在住の方、家族 

         ・親子、夫婦、祖父母など 

          お一人の参加でも大歓迎です 

募集人数  ８組程度（人数になり次第締切ります） 

材 料 費  １，０００円 

持 ち 物  マスク着用 

        必要な方は飲み物、エプロン 

受付開始  １月１０日（火）午前９時から 

 

蜜蝋を使った手作りのハンドクリーム

を作ります。お子さん、お孫さんと一

緒に参加してみませんか？ 

１２月１３日（火）に今年度２回目のヨガ教室

を公民館、多目的ホールにて開催しました。 

無理せずゆっくりと身体を動かし体のゆがみ

をとり、免疫力UPをはかりました。 

今年もまた、ゆったりとした素敵な時間を

過ごせました。 

日   時   １月２３日（月） 

         午前１０時から１１時 

場   所   多目的ホール 

講   師   NPO法人 

かみのやまスポーツクラブ 

対   象   中部地区在住の方 

参 加 費    無料 

持 ち 物    マスク着用 

          必要な方は飲み物 

         屋内シューズ 

受付開始   １月１０日（火）午前９時から 

健康ポイント対象事業  20P 

 

 １２月１７日(土)、ケーキ

作り教室を開催しました。 

 たくさんのイチゴと、たっ

ぷりの生クリームを使って

楽しく飾り付けをしました。 

みなさん満足のいく出来上

がりでした。 

吉田安俊先生 

鏡 先生 

日  時   １月１８日(水)午前１０時から 

        音楽を楽しむ会です 

出前スポーツ教室 



 藤井松平氏シリーズ １．「藤井松平信通侯」（１）入封のころ 

 人別宗門改帳
にんべつしゅうもんあらためちょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.７８ 

 

水岸山観音寺 住職  鎌上 宏 

 

本年９月「人別宗門改帳」元禄十一年（1698）

３月が「地区誌北町」の別冊として発行されま

した。「人別宗門改」とは切支丹
きりしたん

宗旨を判別し

ながら戸籍を記録する役割を果たしました。 

 その上山初の人別帳記録に、北町男２０８人

中青年ら３人が「金森出雲守様に御奉公、郡上
ぐじょう

にまかりあり候」、中には中年男「去る丑
うし

元禄

十年（1697）秋郡上へ行きそれよりすぐに土岐

伊予守（城代）様へ相済み大坂にまかりあり候」

と記されている者があります。末尾に青年４人

「（藤井松平氏）上山御足軽に奉公」、５人「当

町より御直参に出る奉公人」と記録されていま

す。土岐侯、金森侯への御奉公、また新任領主

藤井松平信通家へ御奉公の様子が記され、当時

の領内動態を覗
のぞ

き見る貴重な記録です。 

 さて、金森侯の次に藤井松平信通侯が元禄十

年（1697）９月１５日に上山領封入が発令され

ます。その信通侯に「城再築」の許可が出され

ました。これは何故か？先々代まで営々と築き

挙げてきた名城上山城を土岐賴
より

殷
たか

侯は跡形もな

く破却しました。幕府命と考えるのが自然です。

その後、金森氏家臣団は町屋に仮住まいしなが

ら藩庁館を建てて藩政を行いました。時の将軍

は五代綱吉公です。 

  『上山三家見聞日記』（資料集⑰82pA294 項）

に「元禄十一年（1698）当所へ松平中務
なかつかさ

少輔
しょうゆう

信通
のぶみち

公御入部九月に至り江戸上野東叡山
とうえいざん

（寛永

寺）根本中堂同吉祥門御造営なるにつき京都よ

り勅容下る」、続けて元禄十四年（1701）３月

１４日朝のことですが、・「同勅使（江戸に）

御下向につき高家
こ う け

吉良
き ら

上野
こうずけの

介
すけ

殿、播州赤穂の城

主浅野
あ さ の

内匠頭
たくみのかみ

御馳走人
ご ち そ う に ん

（饗応役
きょうおうやく

）に付き（役仰

せつけられ）殿中にて喧嘩せられ上野介殿（の）

小びん切りつけられ（上野介は）逃げ延び助か

り申され候、（勅使饗応の）折節も所柄も謹み

申すべく場所に候ところ、真剣わざ無調法の至

りとて内匠頭殿御切腹仰せつけられ候」と公儀

事項を記しています。 

  将軍綱吉が母桂昌院（三代家光の側室）に従

一位叙位を願い出て勅使を迎えましたが、母へ

の孝行を汚す行為と激怒しました。儒教で五常 

 

八徳（仁・義・忠・孝など）の「忠孝」は「主君

への忠義、親への孝行」の重要徳目です。その

至誠心が激列憤怒に顕れ「喧嘩両成敗」（慣習

法）にもかかわらず内匠頭への即座の切腹命 

となりました。主題がそれていますが、この殿

中刃傷沙汰により浅野匠頭切腹、浅野家改易、

家老大石内蔵助は赤穂城を無血で開城します。

城は隣藩脇坂氏の預かり、代官統治の処置は元

禄十五年（1701）１２月１４日の四十七士討ち

入りにつながります。しかし、「赤穂城」は破

却されませんでした。 

 将軍の母への思い（忠孝）がありますが、片

や赤穂藩士の忠孝、夫婦・家族のことは代々あ

っぱれと語りつがれ、忠義心道徳は全国に根付

いていたことを示してもしています。しかし、

同時代の上山城、高山城破却と赤穂城存続を比

較考証しても、幕府処断の基となった儒教モラ

ルから見ればアンバランスが歴然としていま

す。五代将軍綱吉は「生類憐れみの令」で知ら

れていますが、元を探っていきますと父家光（三

代将軍）が二男綱吉に長幼の序弁えの儒学を叩

き込んだ（後の四代将軍の兄家綱への忠義孝悌
ちゅうぎこうてい

を涵養
かんよう

する躾
しつけ

）という説があります。自ら儒教

講釈もし、学問所「湯島
ゆ し ま

聖堂
せいどう

（孔子
こ う し

廟
びょう

）」を元

禄三年（1690）に建立するなど歴代将軍の中で

も最も忠義尊皇心が厚い将軍とされています。

方手落ちな「喧嘩両成敗」ならぬ倫理裁量が窺
うかが

われ、「城破却」「城存続」のアンバランスが突

出しています。次回は、藤井松平氏入部、上山

城再築願いを見ていきます。 

参考文献：「上山市史」、「上山見聞随筆」⑱⑲、「上山三家見聞

日記」⑰、「地区誌北町」別冊「人別宗旨改帳」を参照しました。 

 
 

「赤穂浪士討ち入り」の絵図 
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１月２２日（日）、ハチ蜜の森キャンドル代表の安藤竜二

さん（朝日町在住）にご指導いただき、蜜蝋ハンドクリーム

を作りました。 

はじめにハチに関するさまざまなお話をいただき、豊富

な知識に唯々感心するばかりでした。自称“ハチオタク“の

先生からは「ハチのことをもっと知ってください。ハチは神

ですよ」の言葉が何度もでてきました。種類によっては畑

の青虫やクモを食べてくれるハチもいるし、人を襲う黄色

スズメバチを食べてくれる大スズメバチもいること、ハチ

が人を刺すのは時期があることなど興味深い内容の話を

お聴きしました。オオスズメバチの標本を間近で見せてい

ただきましたが、「死んでいても怖いよね」の声が多く、ハ

チと仲良くするには、まだまだ知識不足を感じました。 

講話の後の実技では、蜜蝋ハンド

クリームを作りました。蜜蝋は１群あ

たり１年間にわずか５００ｇ程しか収穫

できない貴重なもので、なおかつ丁

寧に精製し、安全で安心して使えるも

のを準備していただきました。蜜蝋と

オリーブオイルの分量を量り湯煎す

る作業では、少しずつ蜜蝋が溶ける

様子に「面白いね。わくわくするね」と

大人も童心に返りました。専用容器に

流し込み、好きなエッセンスオイルで

香り付けして完成です。「へらに付い

たクリームも勿体ないから手さ付ける

べ」「すごくしっとりして１０歳若返りそ

うだ」と冗談もでるなど笑顔がいっぱ

いの楽しい講座となりました。 

 

ハチを知れば怖くない
です。仲良くなれます。 

講師の安藤竜二さん 



 １月１３日(金)、音楽教室と

ーん・まあれの鈴木友恵氏を

講師に迎え、はこべの会 歌

の教室を開催しました。 

今年度は「冬の定番曲」と

「乗り物の歌」１０曲で楽しみ

ました。 

曲に合わせて手遊びをした 

り、マスク着用の上です

が歌をうたったり、とても

楽しい時間を過ごすこと

ができました。 

最後に講師の鈴木友恵

さんから歌のプレゼント

をいただき、素敵な歌声

に聞きいってしまいまし

た。 

シャフルボード 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、これはどうやって攻略

しましょうか？ 

 

カローリング 

講師の齋藤武司さん 

 １２月２３日（金）シャフルボード、１月

２３日(金)カローリングを出前スポー

ツ教室で行いました。 

 はじめに簡単なルールーの説明をし

てもらい、早速競技開始です。両競技

とも１ゲームは和気あいあいと進んで

いましたが、試合数がかさなるにつれ

「右」、「弱く」など、声が聞こえてくるよ

うになりました。そして一瞬、静寂がお

とずれ、緊張した時間がながれ、ジェッ

トローラーやディスクが動きだすと、ま

たいつものような、にぎやかな笑い声

が聞こえてくるようになりました。「頭

ではわかっていても、思い通りの所に

はいかない。」「わかってるけどできな

い。」と言いながらも楽しい時間を過ご

しました。 

 

  

講師の鈴木友恵さん 



藪
枯
ら
し
元
は
名
士
の
捨
て
屋
敷 

 
か
つ
て
は
名
家
の
大
き
な
家
屋
敷
で
あ
った
が
、
今
は
雑
草
が
は
び
こ
って
い
る
。

季
語
の
「藪
枯
ら
し
」が
こ
の
放
置
さ
れ
た
屋
敷
の
様
子
を
全
て
語
って
い
る
。 

菊
二
輪
古
き
医
院
の
引
戸
前 

選 

評  

旧
暦
の
重
陽
の
日
か
ら
酒
を
温
め
て
飲
む
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

一
人
で
ゆ
っく
り
飲
む
の
も
い
い
が
や
は
り
少
し
寂
し
い
。
妻
の
早
い
帰
り
を

待
つ
句
で
あ
る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
４
年
度
通
信
大
会 

俳
句
の
部 

入
選
作
品 

選
者 

上
山
俳
句
協
会
会
長 

佐
藤
権
一
郎
氏 

《特 

選
》 

石
黒
正
二(

北
町) 

選 
評 

 
 

 
 
 

《秀 

逸
》 

玉
宮
武
彦(

十
日
町) 

選 

評 

菊
を
大
切
に
育
て
、
患
者
に
も
優
し
い
街
の
医
院
が
あ
る
。
何
気
な
い
風
景

で
あ
る
が
、
医
院
に
対
す
る
作
者
の
眼
差
し
が
菊
を
通
し
て
う
か
が
え
る
句
で

あ
る
。  

妻
の
留
守
五
臓
沁
み
入
る
温
め
酒 

会
田
洋
勝
（元
城
内
） 

《佳 

作
》 

新
米
の
く
び
れ
の
深
き
俵
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤
ミ
ヨ
ス
（十
日
町
） 

 

枝
豆
の
押
し
出
す
指
の
塩
の
味 

                 

山
口
修
一
（北
町
） 

 

柿
す
だ
れ
白
き
蔵
王
を
中
に
据
え             

 
 

鈴
木
省
三
（美
咲
町
） 

２日（木）  研修会の為 

午前中、職員不在 

８日（水）  出前スポーツ教室（太極拳）

１３日(月)  消防訓練（職員のみ） 

           事業検討会 役員会 

１４日（火）  はこべの会閉級式 

２０日（月）  はこべの会サロン 

 

日   時   ２月２０日(月) 

         １０時３０分から 

会   費   無料 

申込締切   ２月１６日（木） 

 

童謡愛好会”野の花”さん 

とのコラボです。 

一緒に合唱を楽しみ 

ます。 

 

 

 

日    時     ２月８日(水)

            午前１０時から 

場    所      多目的ホール 

講    師      NPO法人 

  かみのやまスポーツクラブ 

対    象      中部地区在住の方 

参 加 費     無料 

持 ち 物     マスク着用 

            必要な方は飲み物 

            屋内シューズ 

 

 健康ポイント対象事業 ２０P 

バランス強化と転倒防止にも 

効果があります 



 藤井松平氏シリーズ １．「藤井松平信通侯」（２）入封のころ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.７９ 

 

水岸山観音寺 住職  鎌上 宏 

 

天領地だった上山領へ、元禄１０年（1697）

９月１５日付けで備中国庭瀬
に わ せ

領主藤井松平氏信

通侯に移封命が発せられました。 

 この藤井松平氏の説明は多岐にわたります。

遠祖松平長親・信忠の直系に徳川家康がおり、

長親から別れた信忠の弟利長が藤井松平の流れ

になりました。三河国碧海郡藤井（現在の愛知

県安城市藤井町）に住した長親の五男利長を祖

とし、藤井松平七代が信通です。松平（徳川）

家の元祖は清和天皇を源流とし、得川姓も名乗

ったようです。関ヶ原の戦いで勝利し江戸幕府

を開いた徳川家康の一族にあたり、徳川姓は家

康家のみとし、一族諸家は松平姓に留めまし

た。「十八松平（十八公）」と称される諸家は

家臣格「譜代」として全国に序しました。 

  藤井松平家五代信之
のぶゆき

（老中、大和郡山藩九万

石）の長男六代忠之
ただゆき

は下総
しもふさ

国古河
こ が

藩主（八万石

余）でしたが、父信之は死の前に二男信通に一

万石を分与し大和興留
おきどめ

（奈良生駒郡）に封じさ

せました。兄の忠之は陽明学者熊沢蕃山
くまざわばんざん

を父の

代から預かっていましたが、藩の治水干拓事業

で治績を上げたにもかかわらず蕃山の幕府批判

はやまず、藩主忠之は狂疾乱心し死去しまし

た。藤井松平家は信通が領地を分与されていた

いたため改易にならず、信通は藤井松平家の七

代として家督を継ぎ備中国庭瀬藩（岡山市庭

瀬、三万石、陣屋藩庁）に転封、次いで上山藩

主となったのです。 

 しかし、前号で紹介した様に元禄１０年

（1697）桜田門勤番、同１２年（1699）日光祭

礼奉行役につくなど多忙だったようですが、

「元禄１０年１１月９日松平信通侯は下臣杉原

加兵エ、小池槙七郎二人を先発させ、（上山天

領地）代官諸星内蔵助、室七郎左衛門より領収

せしむ」（『上山年代略記』②）とあり、元禄

１１年５月１１日項に続いて「家臣中山四郎右

衛門は月岡城跡形もなく毀
こわ

されしを見て、斧の

音砕く言の葉なかりせば 月岡山の花をや見し

を」（同）とあり、領主・家臣みなが城持ちを

切に憧れていた心情が感じられます。 

 領国入部は元禄１２年です。「元禄十二年 

（1699、７月１０日）己卯年当地八幡祭礼に付

き殿様御入部の御祝儀として町中在々共に踊り

を仕組み、うら町法円寺南隣屋敷にて仙台より

泉太夫あやつり狂言、新町たたみ屋半内屋敷に

てはひわん太夫かるわざ芝居仕る」と町の様子

とともに記録されています（『上山三家見聞日

記』⑰）。 

 信通侯の上山への転封理由を市史は「備中庭

瀬は無城なるゆえに信通侯深くこれを嘆かれ、

（側用人）柳沢侯の側近細江広沢に頼み、柳沢

侯の尽力にて城地を再興せしと云々」と、藤井

松平氏が丹波篠山藩主だった頃からの家臣で

代々随伴役を勤めた森本家十一代秀晋の言葉を

紹介しています。 

 名家である藤井松平家は、宛
あて

がわれた上山領

のことを調査し先手を打つ慧眼をもっていまし

た。前領主代の領内火災や「枡合」紛争など密

かに内偵していたのでしょうか。大名は転封に

際して領内に治政方針を示しますが、信通侯の

場合は入部に先立ち「元禄十年の 榜 令
たてふだれい

」

（1697）をだし、公儀法度、城下治安、宿場機

能の指針を発しています。高札内容は、①公儀

御法度〔幕府御法度〕を堅く守ること、②御伝

馬人足は昼夜滞ることないようにすること、③

怪しき者を隠さないこと、④博奕は禁止、⑤新

しい商売は禁止（経済統制）、⑥町中諸役は勤

勉に励め（普請人足、道路掃除、火災には駆け

つけよ）、⑦家中侍、中間・小者、町人百姓は

身分を弁えて生活せよ」。法令、習慣法により

制度、治安維持を図る姿勢が見とれます。 

参照文献：「上山市史」、「藤井御傳記」①、「上山年代略

記」②、「上山三家見聞日記」⑰、「森本家文書集」㉘な

ど。年代については資料毎に多少の異同があるようです。 

 

 

 
 

藤井松平信通侯の
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けん玉が上手くなるに

は握り方も大切なのよ 

２月１４日（火）、多目的ホールにて、はこべの会第７回学

習会と閉級式が行われました。学習会では、日本けん玉協

会長井支部長の齋藤直樹さん、日本けん玉協会普及員の

齋藤紘子さんにご指導いただき、けん玉に挑戦しました。初

心者や年配者向けの皿の大きい『福祉けん玉』をお借りし

て、けん玉の持ち方、膝の屈伸、１・２・３のリズム、姿勢（構

え）などを教えていただきました。「簡単そうに見えて難しい

なー」と何度も挑戦し、技が決まると笑顔になって、達成感

を味わうことができました。 

 齋藤さんからは「競い合うことや技の成功だけが目的で

はなく、何かに挑戦することがいくつになっても尊いこと。け

ん玉は家庭でも気軽にできて、次の技に挑戦していく楽し

みもあるので、ぜひ続けてほしい」とお話がありました。 

講師の齋藤ご夫妻 

のりました！ 

 
休み休み無理なく

やってみるべー 

福祉けん玉 



 １月２７日（金）、多目的ホール 

にて、地区会長を対象とした救命 

救急講座を行いました。 

 年に一度、毎年続けている事業です。 

毎年続けることで、忘れていたけど『復 

習』というかたちで『実践』し、もしも実際 

にそのような場面に立ち会ってしまったら 

思い出したことから行動することが大事。ということを学 

びました。 

参加者の皆さんからは、たくさんの質問があり、すべて 

丁寧にわかりやすくこたえていただきました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月８日（水）、出前スポーツ教

室・太極拳を、山形県太極拳協会

の山口仁さんを講師に迎え、多目

的ホールにて開催しました。 

太極拳をするのは初めての方

が多かったこともあり入門太極拳

を体験しました。 

音楽を聞きながら、話を聞き、動作を行う。そして力を抜

く。初めての人も力を抜いている人は、様になってみえるとの

ことでした。足の先から、手の先まで一人一人、丁寧になおし

てもらい最後は皆さん様になっていました。 

山形県太極拳協会 

 山口 仁さん 

上山市消防本部職員 

佐藤和摩さん 

後藤春輝さん 



《佳 

作
》 

頑
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な
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で
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で
二
十
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堀
川
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助
（栄 
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自
助
努
力
や
め
て
薬
が
友
と
な
る       

玉
宮
武
彦
（十
日
町
） 

聖
五
輪
主
も
悪
よ
の
袖
の
下 
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《特 
選
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ド
サ
ク
サ
に
紛
れ
て
国
は
軍
拡
し 

 
 

 
 

 

鈴
木
省
三
（美
咲
町
） 

選 

評 
 

                                                     
二
・二
・六
事
件
後
軍
拡
の
暴
走
を
赥
し
た
結
果
三
百
万
余
の
人
命
と
多 

大
な
国
土
を
失
った
。
敗
戦
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
日
中
国
交
回
復
五
十

周
年
、
田
中
は
泣
い
て
い
る
。
平
和
外
交
に
何
故
金
を
使
え
ぬ
の
だ
。 

《秀 

逸
》 

金
メ
ダ
ル
ワ
イ
ロ
の
数
が
上
ま
わ
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石
川
五
右
衛
門
が
浜
の
真
砂
と
泥
棒
の
種
は
盡
き
な
い
と
言
った
。
事
有 

る
毎
に
政
財
界
の
悪
が
露
見
す
る
残
念
な
国
に
な
った
。
上
汚
れ
れ
ば
下
是

に
倣
う
諦
め
ず
先
づ
は
政
界
の
浄
化
に
一
票
を
。 
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う
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流
れ
星
と
飛
蚊
症
を
か
け
た
処
が
ミ
ソ
。
消
え
る
迄
願
い
を
至
難
の
業
。 

作
者
の
願
ひ
は
ジ
ャ
ン
ボ
か
富
裕
層
か
孫
の
入
試
か
家
族
の
健
康
か
人
そ
れ

ぞ
れ
希
望
と
夢
は
持
ち
続
け
た
い
。
で
も
健
康
が
一
番
だ
ね
。 

  

７日(火)   第２回中部地区会長会 

１５日(水)   はこべの会 サロン 

１７日（金）   第４回公民館運営協議会 

 

 

日  時   ３月１５日（水） 午前１０時～午前１１時３０分 

会  費   100円 

内  容    ・お茶とおしゃべり・けん玉 

          弁当付き 

締  切    準備の都合上３月９日（木）までご連絡 

ください 

 キャンセル、変更は１３日(月)までお願いします。 

            

土日祝日における早朝使用の需要把握を目的

に試行します。 

試行期間内の土日祝日（１２月２９日から１月３

日までを除く）は、午前７時から地区公民館を使

用することができます。 

試行期間 

令和５年４月１日（土）～令和６年３月３１日(日) 



 藤井松平氏シリーズ １．「藤井松平信通侯」（３）「城再築」のこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.８０ 

 

水岸山観音寺 住職  鎌上 宏 

 

羽州の名城と謳われた上山城のことを追究し

てきましたが、藤井松平信通侯の入封で決着を

見ようと思います。 

 藤井松平氏としての幕府諸勤番
きんばん

は甚だ忙しい

ものでした。上山藩主歴代の「大坂加番
か ば ん

」は土

岐氏４回（頼行２回、頼殷２回、城代として頼

殷１回、頼殷の嫡子頼稔１回）で、藤井松平氏

は信通４回など計３２回でよほどの貢献度とい

えます。 

  大坂の陣後に元和五（1619）年から豊臣色を

払拭し徳川天下を示し西国大名監視にあたりま

したが、上山藩主は筆頭山里
やまざと

丸
まる

加番に当たりま

した。勤役勤番などには本高に応じた合力米が

給され、少々藩財源の補填にはなったことと思

います。信通侯は先号にあげた他に和田倉門勤

役、駿府城加番も担い、信通侯は元禄十五（1702）

年大坂加番に総勢千人の隊列を組みました。家

中６５０人のほか３５０人は領内雇い郷夫でし

た。参勤交代の負担軽減のために享保六（1721）

年の「触書」で削減・倹約を命じました。「触

書」以前の「加番」のことですが、上山藩（三

万石）の場合は１５０人程度の隊列です。宝永

三（1706）年駿府城加番の折りも千人の隊列を

組みました。江戸市中であれはどこの殿様かと

噂されたとのことです。宝永初（1704、1705）

年は領内旱魃
かんばつ

で財政は厳しかったはずですが、

矜持
きょうじ

は高かったのでしょう。宝永四（1707）年

「草根をほりとる」ほどの飢饉と資料⑰に綴ら

れています。  

  さて、市史（『藤井御殿記』①）は「城再築

許可」があったと紹介しています。破却されて

いた上山城再建築の許可です。「絵図朱引きの

通り言上に及び候ところ普請あるべく候、享保

二（1717）年５月２８日、戸田忠真山城守・久

世重之大和守・阿部正喬豊後守・井上正岑河内

守（老中連名）、〔宛先〕松平越中守殿」。 

 ここも大いに不思議なことがあります。信通 

侯の願いがあるによって老中は第八代吉宗将軍 

の意を受けて許可したという内容です。市史諸

資料④⑰は入部三年後の元禄十五（1702）年二

月に「御城御普請釿
ておの

（ちょうな）始め」を記し

ており、この頃も柳沢
やなぎさわ

吉
よし

保
やす

は幕府重鎮です。し

かし、先の「城再築許可」日付の資料①②は八

代将軍吉宗
よしむね

代の享保二（1717）年５月２８日な

のです。この食い違いは何なのでしょうか。 

 幕府は、「武家諸法度」「一国一城令」を制定

しており、「元和令」（1615）、「寛永令」（1635）

以降長く統制されますが、「城新築は禁止、堀・

土塁・石塁の破損は指示を仰ぐ、櫓・塀・門は

元通り修理する」の条項があります。何故城の

修築、城再築の許可が発せられたのでしょうか。 

  後日の「巡見使案内覚」天保九（1838）年に次

の様にあります。「城普請のこと尋ねられれば、

〔次の様に答えよ〕元禄十五（1702）年取りか

かり年々追々に普請ご座候へども未だ出来立て

候はず、城内のこと故聢
しか

と存ぜず候」と。藩庁

館修築は何度もありました。しかし、名城再築

は熱意虚しく財政難で適わなかったのです。市

史は、藩庁館の修築をもって「城」は再建終了

したとの見方を示しています。  

 

参考文献：「上山市史」、「藤井御傳記」①、「上山
年代略記」②、「秦手控」④、「巡見使」⑭、「上山
三家見聞日記」⑰、「森本家」㉘、「大坂加番」㉛な
どを参照しました。 
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